
№ 氏　名 学校名 職　名
性
別

表　　　　彰　　　　内　　　　容

1 榊原
さかきばら

　洋介
よ う す け 木月小学校

【H22～】
教諭 男

 木月小学校は、「キャリア在り方生き方教育」が全市
的に実践される以前より、その研究推進校として、地
域との関わりにより、児童の力をつける明確な方向性
を示し、研究を推進しています。
 研究主任として、実践を重ね、平成２９年度に総合教
育センターの長期研究員を務め、今後の「キャリア在
り方生き方教育」の方向性を提案することに尽力し、
社会に生きていく力の育成や将来の実生活につなげる
には、教師が「人との関わり・学びのつながり」を意
識した授業改善を行うことが大切である等、研究を通
して全市に発表し、「キャリア在り方生き方教育」の
授業実践例を数多く市内各学校へ提案し、全市的な広
がりに大きく貢献しています。

2 森
も り

久
ひ さ

　陽子
よ う こ 渡田中学校

【H24～】
総括教諭

(養護教諭）
女

 緻密に計画を立て、生徒一人ひとりにきめ細やかに接
し生徒が利用しやすい保健室経営を行っています。
 学校保健会養護部会の部会長を長年務め、市内各学校
と学校保健会や研究会とのパイプ役も担い、市内の健
康教育の発展向上のために力を尽くしています。
 初任者研修の講師や地区研究会等を通し他校の養護教
諭へのアドバイスを的確に行い、後進の育成にも力を
注ぎ、本市の養護教諭の資質・能力の向上にも貢献し
ています。

3 井上
い の う え

　教夫
の り お 野川中学校

【H22～】
総括教諭 男

 「かわさき共生＊共育プログラム」の作成委員として
実践開始当初から関わり、毎年講師を務めるなど、先
進的に実践し、同プログラムの実践事例の提示などを
行い、市内全校への広がりに大きく貢献しています。
 また、在籍した学校では、様々な課題を抱えた生徒に
対して、親身になって寄り添い、決してあきらめるこ
となく粘り強く関わり、生徒の精神面を支えていま
す。
 こうした取組を行う姿勢は、校内の若手教職員に「人
と関わることの大切さ」を伝えるだけでなく、「人と
の関わりを大切にした教育」の実践など、教職員の育
成に大きく貢献しています。さらに、関係諸機関との
パイプ役として地域力の活性化にも力を尽くしていま
す。

4 慶
け い

野
の

　久美子
く み こ 南生田中学校

【H26～】
総括教諭 女

 特別支援学級の主任、支援教育コーディネーター主
任、生徒指導部主任を兼務し、学校全体を視野に入れ
た校内の特別支援教育、人権尊重教育に基づいた研修
や取組の中心を担っています。
 「特別支援教育」や「支援教育」の具体的な実践とし
て、過ごしやすい学級づくり、わかりやすい授業づく
りに取り組み、また、常に生徒や教職員を尊重する態
度は、教職員の模範となっています。
 さらに、中学校教育研究会特別支援教育部会では、常
任委員を務め、特別支援学級等新担任者研修におい
て、特別支援学級経営の講師として、全市の特別支援
教育にも大きく貢献しています。

　　　　　　　平成３０年度　教員表彰について

　本年度は、５名の推薦があり、次の４名を表彰選考委員会において表彰候補者として選
考いたしました。

【表彰候補者】



教 員 表 彰 制 度 

教育委員会事務局職員部教職員人事課
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教員表彰制度の概要 

１. 制度の目的 

現在の学校教育には、教員の更なる資質向上が求められており、教科指導や児童・生徒

指導、支援教育等様々な面で教育効果をあげている教員を表彰し、努力に報いることで、

教員及び学校全体の教育力の向上につながり、保護者・地域等からの教育への信頼にも応

えることになる。 

本制度は、表彰制度の実施と実践発表等の表彰結果の活用を目的とするものである。 

２. 表彰の対象者 

表彰の対象者となる教員（管理職及び指導主事を除く）は、川崎市立の小学校、中学校

高等学校及び特別支援学校の総括教諭、教諭、養護教諭及び栄養教諭のうち、推薦年度の

４月１日時点において、教員経験 10 年以上かつ原則として 50 歳未満の者（ただし、当面

の期間は、特別の事情がある場合にはこの限りでない）であり、次にいずれかに該当する

ものとする。 

表彰の対象者 

 勤務成績が優良であり、かつ、次の（１）～（７）のいずれかに該当している者 

（１）学習指導において独自の手法や優れた指導方法を確立し、児童生徒の意欲を高め、

優れた教育実践を行っている者 

（２) 支援教育の推進において、優れた教育実践を行っている者 

（３）学級活動、保健安全、生活及び進路等において、児童生徒一人ひとりにきめ細かな

指導に当たり、優れた教育実践を行っている者 

（４）児童会活動、生徒会活動、クラブ活動及び部活動等において教育活動の一環として、

優れた教育効果をあげている者 

（５）学校運営の改善や学校組織の活性化等の取組において、優れた実践を行っている者 

（６）地域とともに歩む学校づくりを推進するため保護者や地域との連携に積極的に取り

組み、学校教育活動で優れた教育実践を行っている者 

（７）その他、特に表彰することが適当と認められる優れた教育実践等を行っている者 

表彰の基準 

次の事項に関する評価において、優れた実績や功績があると判断される者を表彰する。 

① 児童生徒の意欲の向上   

② 児童生徒指導への取組   

③ 学級づくりの推進 

④ 児童生徒の心のケア 

⑤ 児童生徒の身体の健全な育成 
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⑥ 学校運営の改善 

⑦ 学校組織の活性化 

⑧ 校務の能率化 

⑨ 教職員の意識啓発 

⑩ 保護者や地域との連携 

⑪ 地域の教育力の向上又は導入 

⑫ 安全管理等への対応 

３．推薦について 

候補者の推薦は、「校長推薦」と「自己推薦」の２方式とする。 

「校長推薦」の場合：推薦書（校長が作成）を、教育委員会事務局教職員人事課に提出。 

「自己推薦」の場合：申込書（教員が作成）を校長に提出後、副申書（校長が作成）を添

えて教育委員会事務局教職員人事課に提出。 

いずれの場合においても、研究成果等の実績に関する具体的な文書等を参考資料として

別途添付する必要がある。なお、実績については、「日々の学校教育活動」や「職務」に反

映されているものでなければならない。 

校長は、制度の目的に沿って推薦を行う際、推薦書又は副申書作成において「表彰の対

象者」の各項目や「表彰の基準」を参考とする。なお、推薦の趣旨が単に長年の功労を報

いるものとなっている者や、今後十分な期間、後進の育成に努めることができない者を推

薦することは望ましくない。 

４．選考方法 

候補者の推薦を受けた教育委員会事務局は、表彰選考委員会（以下「選考委員会」とい

う。）を設置する。 

選考委員会は、教育長、教育次長、教育委員会事務局職員及び校長４名以内並びに外部

委員による委員構成とし、推薦書、予備審査会からの報告などにより、表彰候補者を選考

する。なお、被表彰者の人数は、原則１０人以下とする。 

外部委員については、保護者の意見を参考にするため保護者代表１名及び教育実践の分

野に詳しい学識経験者１名を含める。また、選考委員会では、教員個人の情報や選考によ

る権利利益に関することを含むことから、非公開とする。 

５．決定方法 

選考された表彰候補者は、教育委員会の審議を経て被表彰者として決定する。

６．表彰方法 

表彰は１２月に行い、選考結果については、校長及び教員本人に通知する。表彰決定者

には、教育長より表彰状と記念品を授与する。 
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表彰結果の広報は、報道機関や教育委員会の広報を通じ広く公表し、保護者や地域に周

知する。 

７．活用 

被表彰者は、表彰年度の初任者研修全体会において、表彰内容について講演する。 

８．その他  

被表彰者は、免許状更新講習の受講が免除される。 

※表彰を受けた日が免許状の有効期間満了の日または修了確認期限の１０年前から２ヶ

月前までの期間内において、免除対象となる。 

教員表彰制度の流れ 

4 月 12 日 

7 月 11 日 

8 月 8 日 

10 月 5 日 

10 月 17 日 

11 月 13 日 

12 月 26 日 

募      集 

予備調査にて候補者の推薦を行う 

校長推薦              自己推薦 

推薦書(第１号様式)の作成       申込書(第２号様式) 

副申書(第３号様式)の作成 

研究成果等の実績に関する具体的な文書等を参考資料として別途添付して、推

薦書等の提出 

   予備審査会にて提出書類の審査 

表彰選考委員会にて選考 

教育委員会にて決定 

表    彰 

被表彰者は、表彰年度の初任者研修全体会において、表彰内容について講演す

る。 
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教員の表彰に関する要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、勤務成績が優良で、地道な努力を重ね優れた教育実践を行っている教

員を表彰することにより、教員及び学校全体の教育力の向上を図ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 教員とは、川崎市立の小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の総括教諭、教

諭、養護教諭及び栄養教諭をいう。 

（表彰要件） 

第３条 教員に対する表彰は、推薦年度の４月１日時点において、教員経験 10 年以上かつ原

則として 50 歳未満の者であること（ただし、当面の期間は、特別の事情がある場合にはこ

の限りでない。）。 

（表彰項目） 

第４条 表彰は、次の各号のいずれかに該当する教員に対して行う。 

（１）学習指導において独自の手法や優れた指導方法を確立し、児童生徒の意欲を高め、優

れた教育実践を行っている者 

（２）支援教育の推進において、優れた教育実践を行っている者 

（３）学級活動、保健安全、生活及び進路等において、児童生徒一人ひとりにきめ細かな指

導に当たり、優れた教育実践を行っている者 

（４）児童会活動、生徒会活動、クラブ活動及び部活動等において教育活動の一環として、

優れた教育効果をあげている者 

（５）学校運営の改善や学校組織の活性化等の取組において、優れた実践を行っている者 

（６）地域とともに歩む学校づくりを推進するため保護者や地域との連携に積極的に取り組

み、学校教育活動で優れた教育実践を行っている者 

（７）その他、特に表彰することが適当と認められる優れた教育実践等を行っている者 

 (表彰候補者の推薦等) 

第５条 表彰候補者の推薦は、次のいずれかの方法により行う。 

（１）校長が、教員表彰推薦書（第１号様式）を教育委員会事務局（以下「教委」という。）

に提出し、推薦する。 

（２）自ら表彰を受けようとする教員は、教員表彰申込書（第２号様式）を校長に提出し、

校長は副申書（第３号様式）を添え教委に提出する。 
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（表彰選考委員会) 

第６条 教委は、別表１に掲げる職員等で構成する表彰選考委員会（以下「選考委員会」と

いう。）を設置し、表彰候補者の選考を行う。 

２ 前項の選考に当たっては、事前に別表２に掲げる職員で構成する予備審査会において前

条に規定する提出書類について審査を行い、その結果を選考委員会に報告する。 

３ 委員長は教育長の職にある者を、副委員長は教育次長の職にある者をもって充てる。 

４ 委員長は会務を総理し、選考委員会を代表する。副委員長は委員長を補佐し、委員長が

欠けたとき又は委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

５ 選考委員会を行うに当たっては、表彰候補者の個人情報の保護に十分に配慮し、選考の

審議は非公開とする。 

（被表彰者の決定） 

第７状 前条で選考された表彰候補者は、教育委員会の審議を経て被表彰者として決定する。 

２ 教委は、教育委員会の審議結果を受け、校長及び表彰候補者に対し通知する。 

（表彰の方法等） 

第８条 表彰は、表彰状と記念品を授与することにより行う。 

２ 表彰は、毎年１回行うこととする。 

３ 表彰者は、表彰の対象となった実績等について、教員及び学校全体の教育力の向上のた

め講演等を行うものとする。 

（その他）  

第９条 表彰を受けた日が、教員免許状の有効期間満了の日又は修了確認期限の 10 年前か

ら２ヶ月前までの期間内の場合、免許状更新講習の受講が免除される。 

（委任） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成 16 年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 17 年６月 1 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 18 年７月 1 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 21 年７月１日から施行する。 

附 則 
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この要綱は、平成 22 年７月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成 28 年７月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成 29 年 4 月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成 30 年 11 月１日から施行する。 

別表１ 

（１） 教育長 

（２） 教育次長 

（３） 総務部長 

（４） 職員部長 

（５） 職員部担当部長 

（６） 学校教育部長 

（７） 総合教育センター所長 

（８） 校長４名以内 

（９） 保護者代表１名 

（10） 学識経験者１名

別表２

（１） 職員部教職員人事課担当課長 

（２） 総合教育センターの室長 

（３） 総合教育センターの指導主事
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（第 1 号様式） 

教 員 表 彰 推 薦 書 
年   月   日 

（あて先）川崎市教育委員会事務局 

（推薦者）川崎市立                   学校 

校長                        印 

教員の表彰に関する要綱第５条第１項第１号の規定により、次のとおり推薦します。 

所  属 
学校  

ふりがな 

候補者氏名 

生年月日 
昭和・平成   年   月   日 

（    歳）
職  種  名 

担任学級  担 当 教 科 

校務分掌  特別活動等 

勤続年数 
推薦年度の４月１日現在

 年（    年採用） 
現任校赴任 

年 月 日 
年   月  日から 

Ⅰ 表 彰 項 目 要綱第４条 （１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）(←いずれかに○印) 

Ⅱ
表
彰
の
基
準

① ～ ⑫ 教育的効果や影響度 ① ～ ⑫ 教育的効果や影響度

Ｓ ・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ Ｓ ・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ

Ｓ ・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ

Ⅲ

推
薦
の
理
由

内容

※Ⅰ 要綱第４条の（１）～（７）から該当する項目に○印をつけてください。 

※Ⅱ 概要 表彰の基準 ①～⑫の中から該当する内容を３項目以内選び評価をつけてください。 

※評価 推薦内容についてどの程度の教育的効果や影響度があるか５段階で評価してください。 

Ｓ：特にある  Ａ：かなりある  Ｂ：ある  Ｃ：あまりない  Ｄ：ほとんどない 

※Ⅲ 推薦の理由を具体的にご記入ください。   

※用紙が不足するときは、Ａ４用紙を適宜使用してください。 

  なお、推薦内容に関連する具体的な資料が必要となりますので、必ず添付してください。 



8 

Ⅲ

推

薦

の

理

由
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（第２号様式） 

教 員 表 彰 申 込 書 
年   月   日 

（あて先）川崎市教育委員会事務局 

（申込者）川崎市立                  学校 

氏名                       印 

教員の表彰に関する要綱第５条第１項第２号の規定により、次のとおり申請します。 

所  属 
学校 

ふりがな 

候補者氏名 

生年月日 
昭和・平成    年   月   日 

（    歳）
職  種  名 

担任学級 担 当 教 科 

校務分掌  特別活動等 

勤続年数 
推薦年度の４月１日現在

年（    年採用） 
現任校赴任 

年 月 日 
年   月  日から 

Ⅰ該当する表彰項目 要綱第４条 （１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）(←いずれかに○印)

Ⅱ

表
彰
の
基
準

① 児童生徒の意欲の向上   ⑦ 学校組織の活性化 

② 児童生徒指導への取組  ⑧ 校務の能率化 

③ 学級づくりの推進 ⑨ 教職員の意識啓発 

④ 児童生徒の心のケア ⑩ 保護者や地域との連携 

⑤ 児童生徒の身体の健全な育成 ⑪ 地域の教育力の向上又は導入 

⑥ 学校運営の改善 ⑫ 安全管理等への対応 

Ⅲ

応

募

の

理

由

内容 

※Ⅰ 要綱第４条の（１）～（７）から該当する項目に○印をつけてください。 

※Ⅱ 別添の概要 表彰の基準 ①～⑫の中から３項目以内を選んで○印をつけてください。 

※Ⅲ 応募の理由を具体的にご記入ください。 （用紙が不足の際は複写をしてください。） 

◎ 応募内容に関連する具体的な資料が必要となりますので、必ず添付してください。 
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Ⅲ

応

募

の

理

由
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（第３号様式）

副    申    書 
年    月   日 

（あて先）川崎市教育委員会事務局 

川崎市立              学校 

校長                   印 

教員の表彰に関する要綱第５条第１項第２号の規定により、本校教員から提出された 

教員表彰申込書について、次のとおり副申します。 

ふりがな 

候補者氏名 

Ⅰ該当する表彰項目 要綱第４条 （１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）(←いずれかに○印)

Ⅱ
表
彰
の
基
準

①  ～ ⑫ 教育的効果や影響度 ① ～ ⑫ 教育的効果や影響度

Ｓ ・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ Ｓ ・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ

Ｓ ・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ

＜校長所見＞ 

※Ⅰ 要綱第４条の（１）～（７）から該当する項目に○印をつけてください。 

※Ⅱ 別添の概要 表彰の基準 ①～⑫の中から該当する内容を３項目以内選び評価をつけてくださ

い。 

※評価 表彰内容についてどの程度の教育的効果や影響度があるか５段階で評価してください。 

Ｓ：特にある  Ａ：かなりある  Ｂ：ある  Ｃ：あまりない  Ｄ：ほとんどない 


